
［ユニークテーマ］ 

（内容は省略した記述にしてあります。） 

（総評） 

一般的な評価は得られなくても、私たちがすばらしい研究だと思うものを集めました。現在、教科書にのっているようなりっ

ぱな発明発見も、実はこのようなユニークな発想から生まれたものが多いのです。そういう視点で見てみてください。 

（うさこ先生談） 

 

各タイトルの前にある★印の年度とタイトルは、当 HP で御紹介した過去の関連実験の報告です。今回御紹介している作品

とあわせて、ぜひ参考にしてください。 

 

★2014 年 くま  ５年 N. K. 「音について」 

★ 2012 年 ユニーク 5 年 R. M. 「コップの音」 

★ 2010 年 ユニーク 3 年 井関 斐稔 「音のふしぎーもしもし聞こえますか」 

★ 2007 年 中学生 M１ M.T. 「グラスから音が出る仕組み」 

★2003 年 うさこ 4 年 青木 結香 「げんと音程の関係」 

★2002 年 ユニーク 3 年 小林凛子 「音の研究「カン」 

［ユニーク３］４年  松田 実   笛を作ろう 

   

 

[動機と目的] 



 

笛の歴史を調べまとめた。 

 

 [実験と結果] 

  

 



  

 

 

 

次に、お酢のビンに入れる水の温度（0 度～80 度まで）で音が変わるかを調べ、結果をまとめた。 



予想と違い、水温が高いほど音が高いことが分かった。ただし、水量を変える実験程、音の差がなかった。 

 

 

 

次に、エンビパイプの長さで音が変わるかを実験して、結果をまとめた。パイプはパイプカッターで妹に手伝ってもらい自

分で切ったエンビパイプの長さで音の高さが変わること、長くするにつれて、音が低くなることが分かった。笛と同じであ

る。 

物の長さで音を変える仕組みの楽器（木琴、ピアノ他）にはどのようなものがあるか調べてまとめた。どの楽器も、長い部

分に衝撃を与えると低い音が出て、短い部分に衝撃を与えると高い音が出ることが分かった。 



 

リコーダーとパイプをつないでいろいろ試した。２ｍのパイプとつなぐと高い音と低い音が同時になった。 

 

ペットボトル 7 本で、水の量を調節してドレミを作ってみた。オカリナのような音がした。やわらかく、優しい音がした。

少しの水で音程が変わってしまうところが難しかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[まとめ］ 

 

 

[参考文献］ 

 

 

 

［ユニーク 4］４年  折原 良佳  ぶどうは甘くなるのか 

 

[研究内容］ 



 

さらに、糖度について調べ、糖度計で測り方を練習した。 

[実験と結果］ 



  

 

このブドウを凍った状態などの前記の②～⑧の状態について糖度の変化を調べ、それぞれについて結果をまとめた。 

  

 



 

[考察とまとめ］ 

 


